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六方晶 YMnO3における磁性-誘電性結合とドーピング効果 
 

六方晶 YMnO3は、低温で反強磁性と強誘電

性が共存した物質である。結晶構造は ab面内
でMnが三角格子を形成しており、Mn三角格
子のスピンは TN=70K 以下で 120°構造の反強
磁性秩序を示し、そこで ab面内の誘電率が大
きく減少する。 
本研究では、六方晶 YMnO3におけるこのような

強い磁性-誘電性結合のメカニズムを明らかにする
と 同 時 に 、 ド ー ピ ン グ に よ っ て

magnetocapacitance（誘電率の磁場依存性）の増
大を目指した。  
作成した試料は、六方晶 YMnO3に対して Y
サイトの Zr置換、Mnサイトの Ti置換、Yサ
イト及びMnサイトの Zn置換した多結晶及び
単結晶試料である。多結晶は固相反応法、単結

晶は Floating Zone 法により作成した。行った
測定は、粉末 X線回折、磁化率の温度依存性、
誘電率の温度及び磁場依存性、SPring-8におけ
る放射光粉末 X線回折である。 
 

Tiドーピング（YMn1-xTixO3）では、SPring-8
での放射光粉末 X 線回折の解析結果から
x=0.175近傍において構造相転移を起こしてい
ることが分かった（図１）。この構造相転移で

は、空間群が P63cm から R3c へと変化する。
これは、ab面内でMn三角格子上のMn三量体
の c軸方向への積み重なり方が、P63cmでは直
上へ積み重なっていくのに対して、R3cではず
れて積み重なっていくという変化である。 
図２は上から磁化率から求めたWeiss温度、
磁気秩序に由来する 100Kから 5Kへの誘電率
の変化、及び 5T における magnetocapacitance
の大きさの Ti ドーピング量依存性を示してい
る。いずれも相境界である x=0.175近傍におい
て異常を示している。特に magnetocapacitance
は相境界で最大となる。 
以上の結果、六方晶 YMnO3の磁性・誘電性

がMn三量体（その大きさと c軸方向への積層
の仕方）に大きく支配されていることが分かっ

た。 
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図１ 放射光粉末 X線回折 
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図２ 
Weiss温度、100Kから 5Kへの誘電率の変化、 
及びmagnetocapacitanceの大きさのTi濃度依存性 

 


